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原子核物理学の観点からの物質階層 
 
物理学の興味ある課題の中には、少数粒子系（３体以上）のシュレディンガー方程式を「精

密」に解くことに帰着する課題が多い。「精密」に解くことによって、新しい知見を得たり、

新しい予言や発見に至ることがしばしばある。また、同時に、シュレディンガー方程式を解

くために必要なハミルトニアンの決定、すなわち、粒子間の相互作用が重要になる。物理学

では、少数多体系のシュレディンガー方程式を精密に、容易に解ける、適用範囲が広い方法

を構築すること、さらには粒子間相互作用を決定することが大きな目的の一つである。この

中で、「無限小変位ガウス・ローブ法」という新しい計算法を独自に提唱・確立した。この方

法は、精密でかつ適用範囲が非常にひろい。そこで、原子核物理学を中心に、ミュオン触媒

核融合、冷却原子などの多方面の研究に適用してきた。中でも、ハイパー核という新しい原

子核（陽子・中性子とハイペロン---ストレンジネス クオークを含む粒子---から成る多体系）

への適用し、不定性の大きなハイペロンー核子間相互作用の決定に貢献をした。本会議では、

計算法をその適用例として、ハイペロンー核子間の相互作用をどのように決定していくのか

について講演する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


